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年金に関するニュースと言えば、ほとんどが｢年金制度｣に関するもので、年金が何で運
用されているかは案外知られていません。

日本最大にして世界最大でもある超巨大年金組織の年金積立金管理運用独立行政法人
（ＧＰＩＦ）は、２０１１年６月末現在、国内の債券・株式で約７７.９％、外国の債券・
株式は約１９.６％（その内、外国株式については先進国株式のみ）という資産構成で運用
しています。しかし近年は新興国株式投資への意欲を強めており、２０１１年度内にも外
国株式の投資枠の一部を使い、新興国株式への投資を始めると発表しました。

これは日本に限った話ではなく、欧米各国の年金基金も同様に新興国株式への投資比率
を上げています。

これまで年金は安定的な運用を第一としていたため、新興国への投資はリスクが高いとこれまで年金は安定的な運用を第 としていたため、新興国 の投資はリスクが高いと
考えられていました。しかし、年金は給付が予め決まっており、目標リターンが定められ
ている中、先進国に限定した運用では目標のリターンを満たすことができなくなってきま
した。そこで、リターンが最も期待できる新興国株式への投資が検討されているのです。

世界の年金基金の資産総額が増加傾向にある中、日本をはじめ、各国の年金という長期
投資前提の巨大マネーが新興国株式に流入していくことで、今後更なるマーケットの拡大
が期待されます。が期待されます。
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